
新
周
故
宋
王
魯
設
に
就
い
て

領在

出

lE 

一
務
局
故
{
木
五
魯
訟
は
も
H

小
、
九
本
勝
一
'
の
革
命
思
議
と
し
て
一
京
大
問
題
で
あ
る
が
，

〈

一

)

此
の
旗
設
が
何
故
に
閥
的
選
せ
ら
れ
る
陀
到
っ
た
か
を
，
北
川

新
潟
故
宋
主
称
訟
は
、
今
日
サ
ム
献
上
で
拡
プ
間
接
ポ
一
ギ
山
内
干
の
ふ
ん
~
究
費
伸
許
の
脊
時
代
繁
熊
一
一
一
代
改
制
質
吠
務
陀
見
え
る
を
以
て
最
初
、
と
す

‘

f
h
J
 

る
。
今
新
附
川
故
宋
}
十
私
設
の
賛
誌
を
芳
察
す
る
前
氏
、
常
.
仲
好
の
一
一
一
王
・
五
帝
・
九
異
摂
還
の
次
を
述
べ
る
の
が
侭
科
で
あ
る
。
仲
告
に
従

ヘ4
ば
、
一
一
日
主
・
五
市
・
九
由
で
は
一
党
間
有
の
都
放
に
非
ト
干
し
て
‘
主
朝
の
交
韓
革
命
、
六
五
ハ
児
殺
還
す
る
三
一
一
一
円
ム
?
銭
唐
め
設
に
従
へ
ば
，
一
一
…
王

と
は
新
主
者
と
前
一
一
伐
の
王
手
」
の
併
稀
で
あ
り
‘
五
帝
と
は
一
…
一
一
主
の
前
の
五
代
の
山
市
主
で
あ
り
、
九
自
認
合
政
-
主
帝
の
前
の
一
代
の
校
?
…
を
指

1
0
h
m一
紘
一
肝
機
密
)
一
一
…
代
禁
制
質
文
篇
に

(
一
〉
(
政
)
故
湯
舟
λ

全
車
工
、
議
官
会
主
芝
川
被
崎
町
時
五
日
校
、
ず
れ
長
官
(
械
は
諮
問
時
緊
…
一
誠
一
品
紘
一
一
)
純
一
庶
務
ツ
/
再
発
、
以
…
笠
宮
川
赤

，
止
。
ヘ
銭
蜂
去
、
此
常
存
権
精
義
〆
二
、

d

j

f

以
鶏
九
嘉
.
勾
、
文
部
臨
写
c

¥

。
一
二
号
室
雲
市
玉
、
実
震
活
泊
料
、
時
五
赤
統
、
吾
妻
、
約
塁
洞
穴
帝
舜
、
以
霊
祭
電
話
農
以
鋳
九
皐
。
(
官

文
?
?
一
宮
山
競
段
故
葉
三
十
一
ん
や
、
一
バ

探
藤
文
沼
・
張
葱
雪
之
設
稿
。
¥

長
故
問
問
人
之
去
、
信
推
…
締
義
務
九
嘉
一
湾
攻
按
軒
毅
‘
議
之
葉
帝
‘
存
帝
鍛
預
・
帯
器
官
・
夜
発
ア
良
市
稼
，
的
鷹
市
競
舜
日
帝
舜
‘
録
五
帝

良
心
鎖
、
下
棒
高
之
後
予
知
和
、
存
湯
之
筏
子
宋
も
以
方
育
翠
，
欝
続
会
事
持
使
綴
呉
服
も
行
実
穂
紫
混
穂
先
主
客
高
朝
。

の
根
源
花
粉
っ
て
)
少
し
く
険
討
し
て
見
ょ
う
G

一山崎 27町一哨



一一 28_"'" ， 

と
あ
り
i

. . 
‘ 

、

に
春
一
挙
乞
以
で
転
手
と
怨
し
も
魚
主
主
と
し
て

0

0

0

0

0

0

 

放
春
秋
務
天
作
新
宇
一
之
官
帯
急
時
王
監
…
絞
も
宇
一
魯
鈎
一
泉
…
ー
総
変
貌
潟
故
宋
ー

蒋
秋
作
新
主
之
一
事
事
務
~
問
問
之
鋭
、
常
一
止
問
中
…
続
開
放
局
銭
王
者
之
後
，
級
友
改
競
市
内
事
謂
之
帝
一
角
，
録
共
後
以
小
閣
も
故
円
、
紘
一
変
存
関
車

曹
人
一
茶
'
r
2
1
1
P
E
A
t
Q

f
w
ガ
守
々
z
q
A
V
H
4
4
情的イ』

〈………〉
と
述
べ
て
ゐ
る
。
今
試
み
に
以
上
争
(
合
一
〉
の
周
知
に
倣
っ
て
表
示
す
れ
ぜ
次
の
如
く
で
あ
る
c

一

九

一

五一
(
赤
惨
)
(
軒
毅
〉
!

庖
毅
一
林
地
一
?
友
帝
?
ザ
板
減

-z常
磐
・
2

帝
莞

締

法

一

貫

帝

-z併
協
玖
・
帝
柑
備
は
・
帝
桑
・
2

帝
舜

依
頼
玖
・
・
般
的
特
・
帝
十
究
・
帝
舜
・
帝
再

帝

王

一

新

?

?

式

戦

虞

・

夏

・

段

一

段

一

一

手

段

・

周

一

周

一
段
・
周
・
春
秋
(
魯
)
恭
一
枚
(
魯
)

策

c
J
 

J
治
り

以
上
氏
依
ち
て
，
一
一
一
五
・
五
s
M
m

，
九
皐
が
一
定
問
有
の
判
例
競
に
非
や
~

の
交
替
と
共
に
一
つ
宛
推
還
す
る
と
云
ふ
と
と
は
間
際
で
あ

の
次
と
抑
制
開
戦
す
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
部
ち
般
に
於
て
刊
絞

殺
問
何
故
采
と
郁
ず
る
拭
常
黙
の
勢
で
あ
る
と
北
ハ
と
B

ヘ
試
問
の
公

/
ト
い
践
の
説

件
計
が
本
結
託
於
て
屡
々
ふ
如
く
，
京
市
ぬ
が
新
京
朝
を
建
設

‘，作、‘，‘，

yγ
カ

同
時
に
又
、
新
府
故
来
主
格
設
が
，

と
の
一
…
一
正
・

瓦
故
践
と
枠
内
ひ
，

mk於
て
綴
段
故
友
、
と
…
…
パ
へ
ば
事

に
し
て
、
故
宋
と
は
故
肢
と
)
此
の
綴
瓦
放
路
・

籾

ず

る

も

可

な

り

。

¥

す
れ
ば
進
…
…
十
一
の
後
主
存
す
と
す
ふ
と

.
と
し
，
周
・

べ
き
で
る

グ〉

部
ち

る
の
か
。
之
に
絞
い
て
は
，

iて;

新
府
の
新
の

こ
「

る
と
井
一

Jま

で
あ
る
。
桜
山
川
と
搾
る
も
の
は
、
前

て

グ〉

(j) 

の
文



と
あ
り
、
或
は
仰
休
の
文
議
例
に
も

い
給
料
故
末
、
以
一
祢
秋
常
新
一
土
，
此
一
一
科
一
一
一
旨
引
。
ヘ
総
説
全
よ

I

t

ゅの

d

¥

と
出
て
ゐ
る
。
桜
花
於
て
か
、
総
・
新
二
字
の
け
芯
非
ド
就
い
て
も
法
制
的
学
者
の
考
誌
が
あ
り
、
虚
文
招
の
如
き
は

判
例
湖
、
似
体
一
応
公
学
作
新
均
，
帥
治
以
脊
秋
常
新
…
土
並
不
蛍
一
氏
新
潟
事
瓦
ト
一
文
一
辺
税
変
故
渓
、
下
文
又
一
汽
毅
亦
絞
‘
税
制
一
一
…
統
‘
可
読
税
乎

之
念
。
へ
荒
仔
恭
秋
繁
雑
…
一
一

F

/
ハ
?
古
詩
質
文
部
註
」

と
一
以
ひ
‘
「
親
」
字
の
慌
し
さ
を
主
張
し
、
窓
a艇
も
亦
笠
公
十
六
年
一
H
A
成
山
間
宣
謝
災
の
公
羊
停
に
，
新
潟
と
あ
る
を

設
'
ア
J
ヰ
‘
・
5
克
斤
芸
、
「
庁

M
Z
3誌
が
ヘ
続
完
公
手
法
統
J

l
I

イ
記
j
1
3
1、
、
入
主
仕
留
守

8
1
?・
j

己

:

」

f

F

U

除
却
ム
γ

一五巷
J
i
A
/
¥

と
品
一
一
時
ひ
も
殺
均
を
主
張
す
る
。
之
バ
封
し
混
一
光
は

按
常
一
γ

ア
史
詑
鋭
均
、
枠
新
制
，
r
乙
一
誤
、
議
大
研
一
一
一

ひ
、
新
」
字
の
限
定
な
る
主
主
挺
し
て
ゐ
る
号

乃
川
史
記
作
者
秋
‘
上

の
加
・
き
は
北
パ
の
例
で
あ
る
。

由

、

中

ら
も
1

と
の
文
も
弾
一
新
川
故
米
王
将
必
を
物
訴
る
も
り

来
初
の
訟
に

JF
大
自
己

7
3
d
vへ・ミ

ゴ

7
f
a
m総
主
よ
る
だ
叶
打
中
山
ρ」ペ

柁
足
後
、
了
、

A
H
吟

f
¥
、句叩審理一
b

x，w付
4
2
4
f

と
あ
り
、

パ
年
夏
成
川
口
北
謝
災
の
一
花
に
も

f
し
7

ド
汁
川
均
一
ド
必
ヘ
~tn19fih
，

Z
J
斗
J
i
b
r
d字
申
本
vurFi
水
浴
ご
一

ー
お
り
3

J

，

i
p
動
制
州
制
引

-
f
j
j
(
}
、

叶

f
m沼
山
花
括
涼

…問問 29一一。

賛
同
問
し
て

の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
中

gi--'dhA 

7
Z
3即
時

も

j
 

1
6
i
 

j
J
 

h
t
w
o
 

ふ
1

る
と
と
に
は
、
幾
分
問
題
が
お
す
る
も
》

ふ pifi去と の。

の
多
い
所
か
ら
え
て
、
公
羊
汁
識
は
一
般
に

作
る
も
の
は
似
体
の
公
羊
解
誌
で
あ
る
。
法
公
二
十
七
年
紀
伯

J
-
A
L

添
え
シ
竺
イ

i
叱
江
守
下

f
J汁
i
ヂペ

v) 

の
多
く
‘
際
立
も
之
乞
肯
定
し
、
(
訟
一
)ω
笠
宮
如
き
は
之
に



腕
公
校
勘
花
月
，
蜜
ヂ
史
詑
貌
潟
，
皆
新
潟
之
訣
事
案
孔
子
以
春
秋
九
羽
田
一
新
王
者
‘
新
一
党
命
銭
五
也
、
新
潟
者
B

新
潟
王
者
之
後
迎
。

主
将
之
後
-
判
別
室
純
一
土
者
之
後
故
発
y
綾
部
宋
也
，
故
此
文
民
事
務
潟
け
絞
殺
事
小
南
伊
豆
誤
認
灼
宍
笠
介
入
校
一
一
訪
日
斗
。
(
諸
問
…
純
一
雄
一
新
V

郎
ち
時
一
仏
虚
又
協
の
訟
を
較
し
ち
実
記
孔
込
ぃ
4

世
援
の
税
局
を
新
制
刈
と
改
め
き
立
一
応
援
に
つ
時
帰
姥
徴
、
市
税
均
王
者
、
以
見
天
下
之
存
宗
主

也
」
と
あ
る
訟
を
掲
揚
し
て
ゐ
る
。
戎
詑
の
貌
均
故
殺
を
公
学
の
新
潟
故
宋
と
せ
ば
，
采
隠
の
鮮
は
誤
っ
て
ゐ
る
。
山
信
越
の
所
訟
に
従
へ
江

二
五
の
後

ι新
・
故
の
別
を
設
け
も
期
を
二
五
の
後

u

の
新
な
る
も
の
と
し
、
小
本
を
υ

立ハ
mu
故
き
も
の
と
お
す
の
で
あ
る
む
何
休
も
っ
知
市
新
之
」

(
況
が
)
と
一
一
一
一
口
ふ
を
以
一
¥
桂
一
過
の
解
制
定
之
を
数
約
し
一
賢
明
快
に
せ
る
も
の
と
一
一
一
一
回
ひ
待
る
。
然
ら
宍
嘉
文

M
Zザ
が
主
按
ず
る
税
財
政

栄
の
設
設
如
何
。
之
広
釘
す
る
似
町
一
切
が
な
い
が
事
設
し
税
琉
の
加
を
以
て
出
，
末
を
統
め
し
如
く
見
え
る
。
部
ち
等
し
く
二
五
の
後
と
地
も
警

務
秋
新
一
止
よ

9
H凡
れ
ば
F

山木

-mι
は
持
代
的
に
遠
近
の
を
が
る
る
。
部
ち
河
辻
春
秋
の
前
の
一
土
別
で
あ
る
が
も
宋
(
段
)
法
制
の
前
の
王

朝
た
る
を
以
て
、
近
き
出
川
と
迷
き
宋
(
放
叫
ん
」
の
間
民
税
読
む
加
を
立
て
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
若
じ
採
り
と
せ
ば
、
内
山
什
に
於
て
雨
設
が

一
致
す
れ
ど
も
も
口
ハ
「
王
者
作
一
~
/
~
後
者
一
の
思
想
よ
り
見
て
、
在
迫
害
の
設
は
北
ハ
の
第
一
義

t
b
りも

ム吋 30由時間

出
ん
払
サ
の
訟
は
お
二
誌
と
け
ん
る

は
一
秘
め
て
自
訟
で
あ
り
，
親
疏
正
解
す
る
訟
は
不
J

は
黙
で
あ
る
。

ω
如
く
、
お
け
M

，
競
争
新
和
一
迫
と
た
も
の
と
せ
ば
、
税
仰
を
い
訪
問
と

μ
る
公
羊
家
一
般
の
訟
を
以
て

大
部
十
の
'
秘
誌
が
新
以
ん
で
あ
る
と
鈴
す

き
で
あ
る
。
立
新
は
故

ι釘
熔
す
る
を
以
て
事
之

己
解
す

袋
詰
と
す
ペ
さ
で
あ
ら
う
Q

一
安
之
，
新
川
川
故
栄
一
土
魯
訟
と
は
ヲ

原
則
に
従
ひ
，

M
を
一
一
五
の
後
に
瓢
け
て
持
の

戸
町
対
リ
タ
で
て
J

，
a
凡
ー
も
乙
正
予

J
1ト
hρ

十一い
μ
J

ペ
ゴ
例
年
一
訪
ね

が
春
秋
を
制
称
す
る
ぷ

)
を
新
王
と
し
た
お
め
、
…
一
一
五
・
五
市
・
九
長
抗
選
む

っ
て
も

る
も
の
と
し
も

ふ
立
味
で
あ
る
c

誌
に
於
て
か
、

の
と
立
せ
る

せ
る
も
の
と
し
て
え

之
を
どよ
て
よ三
i進!

るを
か

~ ，，~組

ジ〉

ζ 

せ
ん
と
し
て
出
お
せ
ら
れ
た
も
の

5
2
0
い土

ζ
ネ
ユ
」
込
李

河
子
方
ー
す
内
t
J
h
u
w

，刀

し
た
一
大
動
刀
と
錦
さ
し
め
た
の
で
る
る
が
る

f
」
、

怠

v、。

〆J

〆崎、

ー働局.
V輔咽-

、守/



新
川
川
故
末
五
魯
訟
を
，
前
接
合
一
…
五
・
五
帝
・

、
，
‘
a唱
EZ，
F

ム
』
均
的
‘
，

二
五
と
を
併
せ
て

る
江
，
新
潟
故
山
木
正
魯
と
は
，
要
す
る
に
一
一
…
五
を
指
し
た
も

と
揺
す
れ
ど
も
も
然
ら
ば
斯
く
二
五
の
後
を
存
し
，
己
と
併
せ

1/) 

の
比
外
な
ら
な
い
。
部
ち
魯
の

て
一
二
五
と
税
ず
る
所
以
如
何
。
之
に
就
い
て
，

利
秋
常
新
一
土
有
楽
何
，

U
川
、
王
者
之
法
、
必
一
止
枕
‘
小
泌
，
袋
場
紀
之
，
下
存
二
一
土
之
後
以
大
園
、
使
間
以
北
ハ
版

行
一
兆
一
般
契
約
空
間
朝
、
放
同
校
野
明
者
rl
，
紛
王
者
一
一
…
，
所
以
通
三
絞
-
也
。
(
長
一
融
制
)

部
ち
五
山
併
を
お
す
る
の
が
五
端
を
昭
に
し
、
一
一
一
五
を
存
ず
る
の
が
一
二
る
所
以
で
る
る
と
一
一
持
ふ
。
五
市
K
封
ず
る
瓦
端
と
は
B

恐
ら

く
五
行
で
あ
り
五
徳
で
あ
る
と
ぷ
ふ
。
同
第
に
つ
純
一
一
一
之
前
，
日
r

丸
山
市
、
山
首
迭
首
一
色
，
蝦
数
五
回
抑
制
復
」
と
る

b
，
蘇
曲
川
(
の
議
泣
に
は
‘

「
此
丘
行
吏
五
み
/
~
哉
、
如
武
山
ぽ
土
徳
、
以
武
鈴
川
一
滋
色
uu正
也
い
と
設
明
し
て
ゐ
る
と
と
に
依
っ
て
明
か
で
る
る
。
之
に
針
し
も
一
ニ
一
十
一
に
お
す
る
一
一
一

統
と
は
如
何
。
通
一
一
一
統
の
一
一
一
統
に
針
す
る
解
絡
は
大
強
ニ
設
あ
る
o
a
部
ち
前
法
安
部
肉
体
の
つ
王
者
必
議
…
ニ
統
し
の
僚
に
於
て
事

熔
初
段
、
二
五
之
後
拠
己
錦
一
一
一
統
也
。

と
b
る
の
が
モ
の
一
設
で
あ
柱
、

北
の
如
く
述
べ
て
ゐ

張
関
史
問
、

一
日
天
絞
，
謂
均
十
一
月
捨
子
議

t
，
天
始
施
之
端
也
事
二
日
地
続
、
調
段
以
十
二
月
悲
冗
偽
記
事
地
始
化
之
端
也
事
三
日
人

統
、
制
限
必
以
十
一
一
…
月
建
支
銘
正
予
人
始
成
之
端
息
。
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と
あ
る
の
ハ
共
の
二
訟
で
あ
る
ι

前
者
は
三
絞
主
以
て
一
一
一
五
統
と
解
せ
る
も
の
の
如
く
で
あ
り
》
後
者
は
天
地
人
の
一
一
…
絞
る
部
ち
三
五
と
解

せ
る
も
の
で
あ
お
古
都
肉
薄
に
一
一
一
一
口
ふ
一
述
三
絞
の
一
一
一
統
は
も
北
パ
の
何
れ
で
あ
る
か
に
一
就
い
て
は
問
題
が
あ
る
が
，
苦
一
件
努
の
一
一
一
一
日
ふ
通
一
二
統
の
三

統
と
は
、
資
に
後
者
の
意
味
で
多
る
と
芯
ふ
。
北
ハ
れ
は
ゐ
春
秋
祭
蕗
三
代
改
秘
資
文
篇
は
事
主
ハ
の
篇
名
の
一
不
す
如
く
バ
改
掛
思
想
を
兵
鰭
的

に
説
明
せ
る
も
の
で
も
共
心
改
初
設
と
は
、
五
期
政
色
の
改
樹
を
設
く
三
統
改
制
訟
と
，
総
制
の
改
泌
を
設
〈
文
質
改
判
例
訟
と
を
中
心
と
し

て
夜
間
し
て
阿
波
号
、
通
一
三
較
の
三
絞
と
辻
、
震
に
一
三
一
統
改
初
設
の
一
一
一
統
と
閉
山
)
認
し
得
る
か
ら
で
参
る
。
と
の
擬
係
江
就
い
て
什
M

，
以
下
論

議
し
よ
う
と
す
る
護
仲
計
内
三
一
統
一
改
組
一
訟
に
於
て
も
自
ら
解
明
せ
ら
れ
る
と
忍
ふ
が
、
要
す
る
に
、
三
玉

ι封
も
す
る
三
絞
己
は
)

乏
統
の



る
と
と

9 

る
一
九
端
と
、
一
一

に
艶
す
る

に
絞
る
改
初
が
M
門
誌
れ
℃

ず
各
る
会

JE 
(/:) 

て

五
行
安
一
五
~
散
に
ち
一
一

iこ

た
も
の
で
各

Zう

で
な
い
か
と
忍
ば
れ
る
。
採
ら

る
こ
と
よ
り
帯

る
手
段
と
し
て
‘

の
V
A

写
打
を

朔
級
住
の
改
制
を
行
ふ

t七
月

1/ノ

J j 

あ
り
ち

電1)

主日

あ
る
。
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今
‘

ヨト

約
一
説
は
も
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A

正

し
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ト
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一
行
ふ
べ
き
も
の
と
す
る
。

)
と
も
M

併
せ
ら
れ
，

あ
/.，) 

O 

五
月
と
し
、
内
は

十
…
月
を
以
て
正
月

(
中
略
〉
一
一
一
微
者
何
議

投
話
，
銘

一
五
也
、

時j

-t!1 

字
申
一
部
出
皆

色
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十

人
ι

得
加
め
ち
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と
あ
る
の
が
も
共
の
、
詳
総
な

。
如
く
で
あ
る
Q

明
古
島
る
a

今
以
上
主
純
平
に

月
(
記
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入
統

:
:
:
地
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一
一
代
以
荷
よ
与
誉
王
朝
の
交
替
と
北
ハ
に
交
互
に
循
環
し
て
行
ば
れ
た
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元
来
一
一
一

の
市
川
来
に
就
い
て
は
問
題
が
あ
り
、
或
凶
比
一
足
・

非
L

♂
仁
容

黙
に
切
開
す
る
考
察
は
、

も
の
と
も
一
一
一
一
向
は
れ
，
或
は
之
を
以
て
史
的
事
震
に
替
法
改
正
上
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
も
一
一
一
一
日
一
は
れ
る
5

今
と
の

の
研
究
上
主
不
必
要
な
る
主
以
て
符
絡
に
従
ふ
も
事
と
の
一
一
一
五
設
は
も
泰
奨
時
代
に
炉
、
て
は
一
紋
に
伝
ぜ
ら

と
し
て
も
弐
の
如
く
詳
細

れ
た
も
の
の
如
く
も

と
し
て
通
行
し
た
も
の
と
忍
辻
れ
る
。

r;r) 

之
7x-

た
る
改
初
殺
を
述
べ
て
ゐ
る
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あ
る
窃

叶
叶
汁
リ

弓
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iス

の
J

一
統
改
制
川
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

-A 

は
切
か
な
あ
ら
う
。
出
し

州
制
J

史
観
川
川
故
宋
い
と

く
も
芯
?
レ
ヘ
〉

円

ゴ

1
ふ
F

V

V

る川ゾ

令

〆

ノ

2
V

べ
き
で
あ
る
。

〈
魯
〉
の
思
統
改
制
を
阿
川
辺
ず
る
の
か
日

川
ノ
心
日
こ
詑

J
F

h

γ

J

U悶
は

'
i守

1
1
ザ{、

と

あ
る
。
守
?
」

1

1
〉

J
d
v
J
J
t
i
t
t
A
g
j
d
 

統
改
制
設
の

e
E
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e
変
主
主

a
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e
J
/
各
玉
幸
@
出
t

v

h

・

安J)
tト~:

祭
f投

正
制
服
色
の
改
一
例
を
中
心
と
し
亡
純
一
同
し
て
ゐ
る
と
と

eK

ヘr
E
T
¥
ゴ
ド
「
「

ザ公

w
w
m
w
Jノ
ジ
l
立
本

-
4
L
I
E
-
C
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b
L
Z
J

・
，
よ

I
L

'・
f
i
弓
4
5
H
J
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P
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日
H
H
r
-
-
7
F
W涜
H1

f
・
1
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「型、
t
i
l
-守
、

l
f
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1
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一J

イ
?
が
さ

に
か
く
も
…
一
一
統
改
制
一
訟
を
主
一
似
し
，

又
川
和
秋

一
一
統
改
部
訟
の
一
一
一
統
と
同
一
で
あ
る
と
論
じ
た
が
￥

ιjwt占
〉

H
P
¥

枚
持
、
J

つ
ρ
v
，
内
外
〈

る
所
以

C
あ
り
、

る
は

迷
(i) 

定
-
丈
司
会
パ
-
と
え
司
午
、
と
い
今
日
日

中
間
T

J

L

A
什
吋
，
氏
、
ご
ウ
十
j
J
M
A
H
W
斤
L
P
1
J
v
h存
杭

i
ト

べ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に

切
に
な
っ
た
と
思
ふ
。
然
ら
ば
一
史
に
進
ん
で
，

一
一
一
土
を
存
ず
る
…
事
が
、
何
故
に
一
一
一
統
を
述
、
下

と

王
者

以
に
な
る
か
2

町一一 35一一一

が
新
王
籾
を
建
設
す
れ
ば
‘
前
二
五
の
後
を
十
人
間
的
に
封
じ
も

か
ら
も
誌
に
己
の
正
朔
緑
色
、
と
共
に
も

が
通
行
す
る
む
部
ち

と
と
に
依
り
，
己
と
併
せ
て
一
ニ
統
を
一
通
宇
る
を
得
る
の
で
あ
る
G

…
…
統
訟
に
依
る
考
と
一
一
一
向
ふ
べ
く
も
新
潟
故
山
木
五
魯
訟
も
、

'一一一

と
問
問

べ
た
い
如
く
、
新
主
者
と
前
二
千
一
の
後
と
で
あ
る
。

の
一
点
切
を
山
本
じ
も
作
品
(
の
削
減
色
を
践
す
る
を
許
す
の
で
あ
る

通
行
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
れ
ソ
二
五
の
後
を
存
す
る

ふ
三
五
・
五
帝
e

九
皇
推
一
迭
の
失
広
於
け
る
三
主
と
は

る
を
以
て
，
共
れ
自
箆
践
に
一
一
一
統
設
に
依
っ
て
構
成
せ
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ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
一
一
一
一
日
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
要
す
る
広
、
一
ニ
絞
江
部
す
る
三
五
で
あ
い
九
新
潟
故
宋
王
魯
訟
で
あ
り
も
新
く
忍
考
す
る
こ
と

に
伏
、
歩
、
新
潟
故
宋
王
魯
説
法
一
ニ
統
訟
を
内
容
と
し
て
展
開
せ
る
忍
恕
で
あ
る
と
一
一
一
一
日
ひ
得
る
。
然
ら
ば
更
に
一
歩
を
進
め
て
，
一
章
一
件
好
が
好

故
に
拐
か
る
三
統
改
制
訟
を
主
張
し
，
春
秋
(
魯
)
の
刑
法
統
改
部
を
唱
道
し
た
る
か
。
玄
に
於
て
か
‘
山
口
同
時
江
於
け
る
疋
初
版
色
改
制
の
問
題

を
考
祭
し
て
白
川
る
必
妥
が
各
る
。

ヘ一一一〉

王
者
が
天
命
を
受
付
新
王
朝
を
建
設
す
れ
ば
も
易
一
姓
相
袈
ら
ざ
る
を
明
正
し
，
天
下
の
耳
尽
を
一
新
し
，
以
て
一
統
天
下
の
…
貨
を
あ
ぐ
る

矯
め
に
、
先
づ
以
て
疋
初
版
色
の
改
初
を
行
ふ
と
と
は
よ
迷
の
却
さ
も
，
此
の
改
制
む
方
法
氏
こ
つ
あ
る
。
北
ハ
の
二
円
前
越
の
三
統
一
訟
で

あ
り
、
他
は
五
徳
設
で
あ
る
。
五
徳
設

ιも
税
務
・
祁
生
の
一
掃
設
あ
る
が
，
活
渓
武
奈
の
太
初
以
前
広
於
て
は
主
五
総
初
勝
一
訟
が
叫
ば
れ
た

如
く
で
あ
る
口

一
衆
の
仏
初
出
誌
か
引
が
天
下
を
一
統
し
，
務
(
仰
の
五
徳
川
川
勝
訟
に
役
以
》
自
ら
水
徳
の

年
始
と
し
、
脱
色
を
刷
出
と
せ
し
こ
と
は
、
史
詑
始
塁
本
紀

ι

ι山
一
品
る
も
の
と
し
、
北
パ
の
サ
六
年
も
建
一
一
次
十
月
を
以
℃

始
山
一
辺
推
移
始
rA
徳
之
俗
、
以
鈴
川
川
仰
げ
火
徳
川
知
代
別
，
筏
役
所
不
拶
，
方
今
水
悠
之
始
、
改
年
始
‘
利
賀
枠
内
十
月
初
も
衣
服
民
佐
節
松
山
山
向

上
説
、
数
以
六
銭
紀
ラ
ル
付
訟
の
活
必
己
ハ
寸
，
市
的
判
(
ム
ハ
μ
八一事ムハ
u
八
銭
沙
¥
莱
ム
ハ
話
、
一
夫
名
何
回
総
水
，
以
然
水
徳
之
始
。

と
あ
る

ι依
っ
て
切
か
で
あ
る
、
一
栄
が
控
…
兵
十
月
を
以
て
ん
や
仏
仰
と
せ
し
は
、
ぷ
し
て
十
月
を
一
止
は
け
に
改
月
せ
し
ゃ
石
や
，
問
題
の
存
す
る
所

で
あ
る
が
，
十
月
中
乞
年
始
と
し
た
こ
と
は
も
と
れ
明
広
三
正
設
を
災
民
せ
る
も
の
で
る
む
‘
ヘ
五
一
億
説
に
依
り
、
一
一
一
を
況
に
誠
強
せ
ん
と

/
た
も
り
と
も
宮
は
る
。

北
ハ
の
版
色

ι泉
佐
川
ゐ
た
の
は
，
水
約
川
氏
掠
る
も
の
で
あ
る
。

議
が
滅
亡
し
て
》
誌
の
高
秘
が
天
下
を
一
統
す
る
や
、

議
以
十
月
五
瀬
上
‘
山
内
務
役
一
や
成
陽
妻
立
岱
法
王
車
内
以
十

ふ
如
く
、
十
日
け
を
年
設
と
し
き
出
向
)
氏
法
赤
を
Mm
ゐ
た
Q

…
山
色
上
亦
。

い
で
は
事

守〉

に
従
へ
ば
、
誌
の
版
色
は
外
は
誌



〈
内
は
亦
く
、
水
徳
と
相
賂
や
ノ
る
も
の

決
し
た
も
ひ
と
弘
士
も
る
。
史
一
一
品
認
書
亡

-

4

ヲ
'

'

{

d

s

i

E

q

必

t
，

T
E
s
t
-
L
H
U
F
F

で
あ
る
。
放
に
お
組
は
本
質
十
一
、
秦
の
一
点
初
版
色
を
縫
J

亦
段
以
筑
猿
水
徳
之
瑞
，
雌
明
m
小川城山及川以火
μ飲
v
，
成
以
怨

然
」
と
あ
り
ち
又
封
訓
告
に
張
か
が
「
以
伐
…
詑
水
徳
之
ハ
内
故
河
口
決
金
従
事
法
付
-
也
L

(

一一一組一
Hf
割
引
仇
)
と
あ
る
を
以
て
，
読
し
法
一
初
に
於

で
は
，
筏
を
以
て
水
徳
の
速
に
常
る
も
の
と
考
へ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
共
れ
は
…
殺
が
れ
按
政
を
行
ひ
保
か
け
い
し
て
滅
亡
せ
し
を
以
て
奈
を
f

m
同
位
と
し
、
漢
に
於
て
水
絡
の
濯
が
兵

ι総
立
す
る
も
の
と
考
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

斯
く
同
組
は
水
徳
の
惑
に
常
る
と
し
，

ふ
か
ら
、

の
一
止
初
版
色
を
綴
沃
し
た
が
、
之
ぜ
は
天
下
の
立
問
+
グ
ニ
新
し
も
新
一
土
利
の
建
設
を
天
下

ι玲

明
す
る
と
と
に
な
ら
な
い
。
刊
紙
K
於
て
か
，
誌
は
山
氏
の
信
制
主
援
し
、
新
に
…
止
初
版
色
の
改
制
を
続
行
す
ぺ
き
を
主
張
す
る
も
の
が
米
山
内
し

て
来
た
G

文
…
恨
の
初
年
春
二
十
鈴
の
涜
才
を
以
て
博
士
と
お
り
し
夜
討
は
事
一
氏
朔
版
色
改
制
の
第
一
段
を
あ
げ
た
。
史
記
民
生
列
停
に

間
以
生
以
錫
.
浅
間
穴
至
孝
文
二
十
徐
年
、
天
下
和
治
‘
市
間
合
改
正

vM，
れ
制
限
色
B

法
制
度
、
交
官
名
、
興
路
禁
事
乃
悉
十
ハ
十
H
A
(

兆
一
平
山
別
法
、

色
尚
北
京
，
数
Mm
五
、
筑
官
名
、
怒
一
民
漆
之
法
。

と
あ
る
の
が
之
で
あ
る
。
彼
が
削
減
色
に
交
を
潟
ゐ
ん
と
し
た
の
は
、
と
れ
五
徳
相
勝
設
に
従
ひ
し
も
の
に
し
て
‘
漢
は
奈
の
水
徳
氏
打
ち
勝

っ
た
も
の
と
考
へ
、
漢
を
以
て
土
徳
の
蓬
民
営
る
も
の
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
郎
ち
五
総
相
燃
の
瀬
序
は

土
(
交
〉

交山市

木
(
青
)

夏

金
(
白
)

技

照会
赤

水
(
刑
罰
)

一家

…-37-ー
の
如
く
で
あ
る
か
ら
，
秦
を
間
伎
と
せ
ざ
れ
ば
も
漢
は
蛍
撚
土
徳
の
蓮
に
蛍
る
。
と
れ
変
包
が
土
徳
K
依
る
改
制
を
行
は
ん
と
し
た
現
出
で

あ
る
が
、
然
る
に
町
民
誌
は
終
・
諮
・
京
協
侯
・
拐
殺
等
の
銭
め
に
弾
劾
せ
ら
れ
、
共
の
改
制
突
は
用
ゐ
ら
れ
や
ノ
、
長
沙
王
の
太
停
に
数
け
ら

れ
た
。次
民
間
じ
く
文
帝
の
十
四
年
花
制
剤
、
夕
、
魚
料
入
会
孫
臣
は
又
上
書
し
て
も
漢
を
以
て
土
徳
と
銭
し
、
新
K
E
朔
淑
色
の
改
仰
を
獣
行
ず
べ
き

を
主
張
し
，
旦
漢
は
土
徳
な
る
を
以
て
認
の
態
と
し
て
実
寵
見
は
る
と
祐
容
一
一
一
日
し
た
。
然
る
に
常
時
律
箆
托
明
か
で
あ
っ
た
丞
相
張
蒼
の
反
釘
.



ふ
一
孫
尽
の
議
一
一
一
誌
は
議
中
し
ち
葉
寵
が
成
起
に
見
れ
た
る
を
以
て
，
文
以
取
は
吋
公
孫
毘
を
以
て
捧
土

一-28一一
ず
る
所
と
然
り
し
も
も
怒
十
五
年
に
封

b
，

と
銭
し
、
土
約
仰
に
依
る
改
紛
れ

同れん吟北川…
i

倹
張
笈
潟
丞
ω州
事

し
め
，

ぞ
之
が
改
部
を
接
行
せ
ん
と
し
た
。
史
一
一
認
孝
文
本
紀
に

魯
入
会
孫
毘
土
器
一
回
、
陳
絡
始
簿
五
従
事
事
ユ
一
一
向
方
今
土
接
持
事
土
徳
態
、
英
語
見
‘
営
改

E
H均
投

天
子
下
持
率
ち

滋
利
推
以
怨
今
水
ん
ぬ
仏
間
拐
事
五
十
巧
上
薬
事
、
以
鏡
北
(
一
一
一
一
口
非
是
も
詩
龍
之
、
十
「
九
年
、

1
へ
で
d
h
手
'
A
'
B

守

j

i
t
f
zコ
ヰ
時

号
、
ミ
子
う
ケ
ι
3
1
泌
す
弘
、
ぢ
択
も

3
i

ゑ
小
マ
/
刈

n
i
f
f
y仁
タ
ー
を
7
Z
い
ね
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法
行
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れ
や
、
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叉
新
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問
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と
あ
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の
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あ
る
9

怒
る
に
叉
、

わ
改
初
段
、
文
慌
の

せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

の
後
‘

一
千
も
後
に
乱
を
成
し
予
従
っ
て
さ
し
も
粉
砕
せ
し
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初
は
…
一
一
統
訟
の

mm統
に
従
円
仙
、
服
色
は
五
徳
利
勝
設
の
土
箆
K
従
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
口

以
g

何
人
は
授
に
浅
初
よ
り
武
併
の
太
初
一
光
年
民
約
る
一
此
刑
判
版
色
改
制
問
題
の

之
に
依
っ
て
、
常
時
漢
の
王
制
服
色
改
制
問

多
る
が
，

附
叫
が
紘
め
て
紛
叫
せ
し
を
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。

て
、
水
総
か
土
俗
か
の
紛
争
が
あ
り
珍

等
し
く
五
徳
初
勝
の
到
…
法
正
依
り
な
が
ら
，

誌
を
悶
牧
と
す
る
か
γ

小
川
か
に
伏
つ

WJ 
ち

織
っ
て
清
一
仲
併
の
生
半

又
之
広
約
し
て
一
一
一
統
訟
の
別
法
に
依
る
改
制
設
も
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
J

に
役
へ
ば
、

-
K
7
〉
刀
ド
ト
へ
守
ノ
ホ
九
f
V
〉

ζ

刀
-
じ
ド
ー
ム
リ
L
J
D

J

ア
バ
リ
N
V

ネ
ゴ

J
Y
4
1
M
-
t
i
q
プ
~
干
r
ノ
/

J

i

r

A
付
メ
L

ま

年
代
を
凡
る
に
、
史
記
e

淀
川
市
川
北
ハ
氏
明
記
す
る
一
的
立
さ
も
，
蘇
地
(
の

る
。
(
献
…
紘
一
一
四
)
然
ら
ば
仲
川
町
の
生
存
せ
る
時
代
は
，
未
だ
茂
の
一
ル
訟
を
の
・
と
じ
ゃ
ノ
B

刊
誌
仰
が

ω
叫
せ
る
時
代
と
九
る
と
と
が
出
来
る
o

mし
て
仲
併
は
長
引
の
時
'
ほ
花
博
士
と
伐
り
し
を
以
て
‘
新
か
る
時
世
に
於
て
一
一
一
紘
一
訟
に
伏
る
一
止
初
版
色
の
改
加
を
主
張
せ
し
と
と
は
事
川
似

ヘノ
C
U八3
1
白
た
ば
こ
/
¥
海

、A
V
v
h
t
H
t
h
Z
M
h
v

〈

同
時
K
又
終
世
思
想
に
山
口
川
む
が
秋
山
武
と
し
て
の
同
日
を
似
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

m
V
L
ら
先
立
一
三
十
日
ん
一
党
ア
」
足
丸
、

f
と

、

二
y‘
t
bも
F

H

F

j

w
『

H
a
-
-
u
μ
i
i
ノ
J
1
7
t

初
版
色
の
改
制
を
行
ふ
べ
き
を
、
平
一
一
政
し
た
も
の
で
あ
る
が
，

然
ら
ば
誌
は
ニ
一
統
の
何
れ
K
従
っ
て
改
仰
す
べ
き
で
あ
る
か
。
十
以

ι炉
、
て
仲
針

が
蒋
秋
、
を
以
て
新
王
に
常
て
祢
を
王
と
し
，
剛
一
…
絞
改
制
を
川
辺
せ

が
ト
が
す
る
と
氾
ふ
D

川
μ
ふ
正
、

仲
針
が
ん
芥
秋
m
一
一
…
絞
を
明
話
せ
る
は

孔
子
の
森
秋
制
作
を
以
て
漢
の
お
め
と
し
E

一ドレへ
1
J
4
2
L
曹
三
五
、
〉
さ
に
よ
パ

εヲ

ガ
つ
ザ
芯
刀

venvflー
ぶ
り

d
V
2
Z
R
-
v

誌
が
m
一
…
…
統
に
依
っ
て
一
止
初
版
色
の
改
制
を
行
ふ
べ
き
と
と
を

張
し
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。

前
述
の
如
く
，
太
一
初
一
五
年
の
正
坊
版
色
改
制
の
場
合
、
見
交
と
認
せ
る
訪
問
士
が
っ
今
一
以
時
也
L

五
州
仰
が
、

V
A
正
取
引
絞

ι依
っ
て
ゐ
る
所
か
ら
見
て
も
ち
常
時
引
へ
ら
れ
た
三
絞
設
は
，
山
地
一
を
以
て
一
え
の
思
統
と
考
へ
た
も
の
で
あ
る
。
太
初

疋
初
桜
品
川
一
改
制
問
題
の
粉
砕
せ
し
持
に
あ
っ
て
は
、
と
の
三
統
一
戎
と
五
倍
初
勝
訟
と
が

ひ
、
叉
一
一
一
統
訟
に
従
へ
る
太
初
の

の
制
定
は
一
一
一
統
訟
に
従
っ
た
も
の
の
，
そ
れ
以
前
‘

円一-39-

五
花
相
釘
立
せ
し
と
と
は
想
像
記
難
く
な
い
。
係
る
持
、
葦
仲
好
が
孔
子
の
春
秋

ι立
脚
し
、
恭
秋
の
虫
…
絞
改
制
設
を
泊
三

以
て
漢
の
三

統
訟
に
依
る
黒
統
改
制
を
十
主
張
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

今
も
ま
仲
好
の
恭
秋
繁
誌
を
見
る
に
も
春
秋
を
以
て
漢
の
お
め
に
制
作
す
と
一
一
一
一
向
ふ
思
想
は
見
え
4

な
い
が
，
十
本
秋
を
以
て
新
王
民
営
つ

ひ
、
或
は
魯
を
王
と
す
と
一
一
一
同
ふ
の
が
見
え
る
。
春
秋
を
以
て
新
王
立
蛍
っ
と
は
，
泰
秋
葉
王
訟
と
同
一
内
容
で
あ
り
、

王
魯
訟
も
素
五
一
説
よ
-



り
展
開
せ
し
如
く
で
る
る
。
素
宇
一
一
設
と
は
，
要
す
る
所
，
孔
子
が
春
秋
を
制
作
し
て
、
後
サ
一
受
A
W
の
煮
の
怨
め
に
明
王
の
法
を
制
し
た
と
一
一
一
一
日

ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
，
仲
努
が
一
一
一
日
ふ
春
秋
新
支
も
‘
や
が
て
来
る
べ
き
王
者
争
-
期
待
す
る
と
一
一
一
口
ふ
意
味
を
今
む
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
渓
室

が
宍
下
を
一
統
し
た
常
年
に
十
代
り
て
、
春
秋
の
制
作
を
以
て
滋
一
宮
一
の
匁
め
と
し
、
漢
の
怨
め
に
明
王
の
ル
刊
を
判
例
せ
る
も
の
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
ふ
閉
山
想

の
展
開
は
き
界
n勿

ι只
考
せ
ら
れ
る
G

放
に
件
傍
が
零
秋
(
魚
日
)
明
日
統
争
一
明
還
せ
る
は
、
漢
の
間
一
…
続
改
制
を
、
孔
子
の
春
秋
民
依
り
て
榊
百
一
一
化
し

核
抜
づ
け
ん
と
し
た
も
の
と
考
察
す
る
と
と
が
出
来
る
。
奈
川
秋
は
浅
の
筑
め
に
制
作
す
と
一
一
一
一
向
ふ
只
矧
は
も
主
支
の
論
衡
広
、
「
十
本
款
問
之
終
予

孔
子
制
作
首
布
一
没
於
茂
」
(
…
町
村
付
)
と
一
一
一
一
口
ひ
B

叉
っ
是
生
存
一
枚
将
位
以
一
判
例
法
人
間
以
)
と
一
一
一
一
日
ひ
、
或
ー
は
っ
文
干
一
三
人
市
立
代
孔
子
、
孔
子
お
話
料
文
、

住
怒
川
也
」
(
制
文
)
と
与
え
予
叉
仰
山
口
体
の
季
語
訟
の
中
に
は
コ

12点
さ
を
よ
お
法
し
(
忠
一
む
と
一
一
一
円
ふ
代
議
終
の
一
説
に
依
っ
て
之
を
一
流
く

も
の
が
兆
一
だ
多
い
が
，
か
か
る
忽
犯
も
銃
主
投
仲
好
の
裂
に
も
明
道
せ
ら
れ
た
も
の
と
忍
は
れ
る
。

叉
仲
針
の
一
一
一
一
ハ
ふ
一
十
一
引
い
設
も
も
清
儒
忽
干
の
一
一
一
一
円
ふ
如
く
も
ロ
ム
'
鰭
的
に
主
法
主
計
一
在
設
か
ん
と
し
て
，
日
仰
い
好
が
一
…
英
字
訟
よ
り
民
間
し
た
も
の
と

せ
ば
も
(
刑
問
料
一
日
以
ぶ
閥
、
主
)
守
一
雲
仙
に
依
り
て
凡
(
銭
的
げ
い
こ
一
一
撃
を
授
か
ん
と
し
た
も
の
と
見
る
と
と
が
同
夜
る
£
れ
は
、
元
主
将
秋
は

孔
子
の
制
作
せ
る
も
の
と
し
て
も
も
脅
か
引
に
し
て
一
土
加
の
名
で
な
い
。
依
っ
て
存
款
の
去
慌
た
る
魯
必
を
以
て
仮
民
主
者
、
と
し
‘
(
川
崎
以
内

川
切
り
)
)
一
一
一
統
-
改
一
切
手
続
や
れ
ば
語
、

M
e
宋
を
二
一
土
の
後
と
%
し
も
十
地
K
軒
別
件
以
小
山
科
ケ
十
一
一
訟
が
展
開
し
、
叶
刊
行
収
新
王
卯
+
ハ
ノ
刊
引
の
附
…
…
…
一
統
託
料

が
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
祁
秋
繁
一
係
争
F

見
る
花
、
明
記

r
m
H
と
税
ず
る
は
も
上
迷
の
一
;
故
森
秋
熔
天
作
新
一
十
一
之
禁
事
一
七
刊
行
・
印
刷
出
、
約
五
税

同
故
公
い
の
一
一
保
花
止
る
も
，
ぬ
州
北
パ
の
外
比
一
一
勺
一
十
一
件
況
と
見
る
べ
き
も
の
が
存
す
る
を
以
て
，
獄
り
一
一
一
絞
改
州
投
手
，
ni~
符
的
K
設
か
ん

る
を
作
な
い
が
も

一-40一四
と
し
て
，
一
七
符
玲
&
明
治
せ
る
も
の

て
，
と
の
車
設
が
ち

常
時
の
改
問
問
題
に
到
し
て
、
一
二
統
改

，
一
…
一
い
開
設
を
中
心
と
し
て
界
一
閃
し
て
ゐ
る
向
か
ら
丸

せ
ん
と
し
て
閉
廷
せ
ら
れ
た
と
と
主
知
り
一
件
る
の
で
あ
る
。

同
況
の
均
一
ほ
治
的
致
問
の
翠
と
一
一
け
は
れ
‘
殊
広

仲
許
停
陀
絞
ず
る
釘
箆
の
文
や
も

げ
い
於
て
多
く
け
ん
作
る
の
で
あ
る
。

に
ん
ふ
脚
し
て
浅
の
一
一
一
統
設
花
依
る
改
制
を
ふ
十

せ
し
と
と
は
，
決
し
て
都

み，

m問
の
仰
い
.
際
化
を
叫
び
し
と
と
は
、
前
渋
沢
一

る
と
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
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路
〉

以
ト
ピ
依
り
、
時
新
間
放
宋
ヤ
十
一
杯
訟
の
根
源
を
裕
一
一
一
川
せ
る
も
、
出
残
さ
れ
た
間

も
八
小
、
羊
侍
と
の
関
係
で
あ
る
。
小
平
怖
を
見
る

ι、

新
開
の
精
一
川
は
見
え
る
が
、
従
来
の
黙
は
見
え
や
ノ
，
叉
十
十
炊
い
訟
も
か
…
存
し
な
い
。
新
潟
の
…
訟
は
，
穴
会
十
六
年
友
成
問
穴
知
災
の
伴

ι

成
何
者
何
事
…
良
川
也
、
穴
部
苛
何
‘
笠
宮
ア
部
也
、
伺
守
平
成
凶
行
一
部
災
事
成
問
川
穴
掬
災
，
伺
以
叶
…
問
、
詑
災
也
も
外
災
、
不

此
何
以
川
市
一
山
、
新
川
北
、
。

と
あ
り
、
何
休
は

新
川
、
故
分
間
有
災
、
…
小
川
県
宋
問
也
。
孔
子
以
涼
秋
常
新
~F
，
ト
間
程
事
下
新
川
川
市
故
来
事
間
内
十
一
へ
災
中
飢
ハ
之
鍬
火
器
)
一
不
川
不
復
興
‘
放
般
地

穴
初
於
成

m，
使
活
関
文
、
蜘
州
市
新
之
、
終
お
守
一
号
待
、
記
災
也
。

と
一
任
し
て
ゐ
る
。
思
ふ
に
何
休
は
め
‘
ギ
侍
の
新
川
を
以
て
、
新
川
の
根
擦
と
お
し
た
も
の
の
如
く
、
八
小
一
品
十
下
山
県
汗
も
一
般
に
之
を
肯
定
し
て
ゐ

る
。
何
休
が
「
紋
錦
一
十
一
汗
後
間
災
組
い
と
一
一
一
パ
へ
る
は
、
一
誕
公
九
年
宗
大
の
慌
に
、
「
外
災
不
季
、
批
何
以
書
、
お
王
者
之
後
記
災
也
L

と
あ
る

紀
従
っ
た
も
の
で
止
ゆ
る
。
と
の
例
よ
り
推
し
て
ち
前
の
新
川
も
も
川
内
を
新
民
一
王
者
の
後
と
し
、
王
者
の
後
の
筑
め

K
外
災
な
記
す
る
例
に
従

っ
た
と
す
る
何
氏
訟
も
)
ー
際
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
が
、
若
し
然
ら
ば
、
何
故
に
察
庁
公
九
年
宋
大
の
会
羊
侍
花
、
新

mrh針
催
し
て
、
故
ん
木
と

一
一
世
間
は
な
か
っ
た
の
か
。
況
ん
や
余
羊
伴
斉
放
を
通
じ
て
、
故
宋
の
一
訟
の
見
え
ざ
る
以
上
、
前
の
新
潟
を
以
て
新
何
故
宋
の
新
川
と
筑
す
は
松
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擦
が
応
弱
で
あ
り
、
附
舎
の
感
を
免
れ
な
い
。
さ
れ
ば
山
市
信
孔
巽
軒
の
お
き
は
B

苅
之
束
、
選
本
容
王
娘
、
及
敬
一
土
越
子
制
之
難
、
更
逮
成
同
代
作
停
斉
摂
時
一
一
一
一
日
之
事
故
競
成
期
然
続
問
、
治
音
徒
子
新
問
、
認
之
新
経
‘
郷

同
市
郭
錦
之
地
、
謂
之
新
鄭
、
(
雨
時
)
治
会
学
者
、
荘
内
有
新
潟
故
宋
之
設
予
新
開
践
的
批
係
、
資
非
加
山
花
解
、
故
宗
徳
認
知
…
文
。
唯
穀
梁
有

之
、
霊
長
ん
不
相
談
。
(
必
斡
)

と
駁
論
を
加
へ
，
器
恨
の
如
き
は
‘
之
を
激
務
し
て
会
+
?
の
功
臣
、
と
一
一
一
一
回
っ
て
ゐ
る
。
(
続
伸
一
望
)

故
来
の
諸
問
一
也
、
会
必
ず
簿
記
長
く
、
只
撃
を
博
に
二
一
後
見
え
る
も
、
(
恕
拝
及
)
主
蒜
合
一
一
一
口
ふ
如
く
柏
市
沙
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
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次
広
一
土
符
訟
を
見
る
に
)
何
休
の
如
き
は
之
を
以
て
経
停
を
解
す
る
も
の
甚
だ
多
き
も
、
一
冗
来
公
芋
停
に
五
魯
設
は
た
く
，
寧
ろ
バ
公
羊
侍

本
来
の
町
山
組
と
矛
盾
す
る
と
と
が
多
い
口
北
ハ
の
最
も
珪
だ
し
き
も
の
は
も
、
小
一
羊
停
の
一
等
玉
大
一
統
論
と
で
あ
る
c

パ小山羊停
K
は
‘
五
名
論
を

提
げ
て
、
常
時
衰
微
せ
る
府
妥
K
釘
し
て
一
大
子
と
し
て
の
一
貫
椛
を
血
(
へ
、
下
組
上
の
諮
侯
を
抑
怒
し
，
以
て
尉
去
に
封
ず
る
傘
王
も
人
一
統
の
忠

忽
を
鼓
吹
す
る
所
が
持
一
だ
多
い
。
若
し
魯
を
以
て
新
王
と
伐
さ
ば
、
魯
を
主
鰻
と
す
る
律
五
大
一
統
論
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
係
る
に
バ
小
山
羊

停
の
一
第
五
大
一
統
論
は
，
明
白

k
m宝
を
宇
一
鰭
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
際
公
元
年
春
王
正
月
の
停
た
る
つ
王
者
敦
謂
，
諮
文
王
也
、

何
一
一
古
川
子
一
五
正
月
、
大
一
統
也
し
と
一
一
一
一
口
ふ
文
も
、
虚
心
に
之
、
を
読
め
ば
も
文
主
の
定
め
た
る
均
五
を
以
て
周
の
天
下
を
一
絞
せ
ん
と
す
る
も
の

で

あ

る

。

共

の

他

っ

王

者

然

外

」

っ

従

王

疋

也

」

「

不

興

致

天

子

ー

一

舎

と

あ

る

は

、

拝

金

主

大

一

統

の

忠

「
王
宥
飢
…
敵
L

恕
で
凡
例
川
安
を
、
子
一
態
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
れ
切
か
に
公
羊
停
と
王
魯
設
と
の
最
も
大
な
る
矛
盾
と
一
一
一
一
向
へ
ょ
う
。
皮
錫
瑞
は
、
蒋
秋
K
現

世
主
義
あ
り
‘
未
来
主
義
あ
り
‘
季
五
論
は
王
援
不
振
の
府
昨
日
十
一
氏
釘
す
る
現
対
主
義
で
あ
り
、
王
'
魯
設
は
後
一
土
の
短
め
K
王
訟
を
立
つ
る
未

来
、
一
十
一
義
で
あ
る
と
し
も
矛
m
般
に
↓
て
矛
一
胞
に
非
る
を
鰐
明
ず
る
所
あ
る
も
、
(
一
計
約
一
)
恐
ら
く
金
平
俸
と
金
ま
か
と
を
混
合
し
、
主
谷
川
況

を
向
守
せ
ん
と
す
る
態
度
で
あ
る
。

新
く
て
公
羊
停
に
新
周
故
宋
一
土
魚
H

設
の
税
悩
械
が
な
く
、
従
っ
て
新
潟
故
宋
一
土
魯
設
は
、
公
羊
停
本
来
の
思
想

ι非
る
も
、
新
潟
故
宋
と
一
一
一
一
山

ふ
詩
は
‘
他
警
に
全
く
見
え
ざ
る
を
以
て
，
新
潟
の
誌
は
必
羊
侍
氏
出
で
，
故
宋
の
誇
は
穀
梁
侍

ι出
づ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
春
秋
繁
認
を

見
る
に
，

A
山
羊
侍
に
な
く
穀
梁
停
と
符
合
す
る
設
が
砂
く
な
い
結
か
ら
見
て
も
安
仲
好
が
穀
梁
停
に
も
遣
と
て
居
り
，
殺
梁
の
故
宋
と
パ
小
J

羊
&

の
新
川
川
と
を
一
以
り
来
っ
て
，
途

ι新
か
る
製
訟
を
立
て
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
公
ギ
の
新
潟
や
設
、
梁
の
故
宋
の
訟
は
，
も
と
斯
か
る
窓
味

で
な
い
と
し
て
も
，
斯
く
附
合
さ
れ
易
い
傾
向
が
あ
り
，
同
八
禁
仲
針
の
合
羊
船
が
一
般
民
間
合
の
傾
向
多
き
結
よ
り
見
て
も
以
上
の
想
定
も

っ
不
興
住
天
子
'
一

間
以
ち
否
定
す
る
と
と
は
出
来
な
い
。

(
五
)

以
上
の
考
山
内
山
に
依
り
、
公
羊
の
新
府
故
山
木
V

土
谷
訟
は
，
時
の

し
γ

限
切
線
色
改
約
の
思
潮
げ
い
刺
戟
さ
れ
，
公
平
家
笈
仲
好
昨
V
，



が
一
一
一
統
訟
に
依
る
改
制
を
主
張
せ
ん
と
す
る
と
と
よ
り
起
れ
る
，
の
思
想
で
あ
り
‘
界
秋
制
作
の
精
榊
K
非
る
は
勿
論
の
ζ

ー
ベ
ホ
ハ
ネ
仰
木
来
の
思
惣
で
も
な
い
。
市
し
て
北
ヘ
は
専
ら
革
命
忠
烈
を
明
道
ず
る
も
の
で
な
く
，
一
止
判
服
色
の
改
制
を
門
的
と
す
る
も
の
で

グ〉

あ
る
。
口
ハ
北
(
の
改
制
が
，
一
土
持
の
易
政
革
命
を
天
下
け
い
技
切
せ
ん
と
す
る
手
段
で
あ
る
限
り
，
革
命
是
認
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
も
訟

に
と
の
療
設
が
革
命
思
怒
と
し
て
見
ら
れ
る
難
拡
が
存
す
る
。
と
の
単
一
誌
が
一
一
一
科
九
回
目
の
一
科
一
一
一
回
日
と
し
て
何
氏
山
中
の
一
中
心
と
な
り
、
一
史

K
清
米
必
羊
誌
が
之
を
以
て
孔
子
の
革
命
思
想
と
し
，
途
民
法
末
革
命
を
恭
一
起
す
る
一
大
動
内
た
ら
し
む
る
に
到
っ
た
が
、
元
来
と
の
州
市
枕

ば
、
上
述
の
如
く
改
制
忠
想
に
泌
を
殺
す
る
と
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

要
す
る
に
結
論
と
す
る
所
は
、
新
内
故
山
木
一
十
一
祢
訟
は
、
会
学
問
本
来
の
思
想
で
な
く
も
同
法
武
山
中
の
太
初
以
前
に
於
て
ち
似
め
て
紛
叫
せ

る
王
制
服
己
改
制
問
題
民
約
し
て
，
会
学
門
泳
、
清
一
仲
辞
令
が
一
一
一
統
改
制
訟
を
主
張
す
る
と
と
よ
り
附
人
材
仮
託
し
た
芯
惣
で
あ
る
と
氾
ふ
。
私
め

て
溺
断
股
訟
に
北
八
す
る
も
、
有
く
以
上
の
如
く
結
論
し
て
、
策
を
掛
か
う
と
忠
ふ
。

ヘ
刀
口
汀
ト
二
も
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